
道路行政セミナー　2009.1　　1

○はじめに

去る 2008 年 10 月 17 日、18 日、19 日の 3日間
にわたって開催された第 9回全国路面電車サミッ
ト 2008 福井大会について報告したい。
まず、全国路面電車サミットとは、全国の路面
電車が走る都市で活動する路面電車愛好支援団体
でつくる全国路面電車愛好支援団体協議会と、路
面電車事業者でつくる全国路面軌道連絡協議会が
中心となり、路面電車を活かしたまちづくりにつ
いての意見交換を目的に 1993 年から開催してい
る全国会議である。その第一回の開催は札幌市で、
路面電車の存廃問題をきっかけに、札幌市の呼び
かけで開催された。以降、おおむね 2年に一度の
割合で、広島市、岡山市、豊橋市、熊本市、函館市、
高知市、長崎市と、8都市のリレーで開催されて
きた。そして第 9回が 2008 年の福井市であった。
地域において、環境や高齢社会への配慮が必要
となる新しい時代の地域づくり、およびそれに密
接に関係する LRTの整備や、鉄軌道の再生・活
性化、既存の鉄道施設を活かした LRTシステム

の構築を行うにあたっては、住民の深い理解と住
民参加が必要であることから、徹底した広範な情
報提供を行うことで住民の意識を醸成することが
求められている。
また、全国的にも LRTの整備、鉄軌道の再生・
活性化や既存の鉄道の LRT化等の整備を進める
にあたっては、国の法制度や補助制度等の支援制
度の充実、国と地域の連携が必要不可欠である。
そのため、全国路面電車サミットを開催し、路面
電車や地域鉄道の整備・活用に関する機運の盛り
上げを図るべく地域住民に対して情報提供すると
ともに、全国に向けてアピールをしてきた経緯が
ある。
それぞれのサミットでは、各都市の現状と課題
を議論の下地として、路面電車をはじめとする公
共交通全体を視野においた、未来にわたるまちづ
くりというテーマで話し合われてきたが、福井で
もやはり、全国路面電車サミットの開催が求めら
れるような、解決するべき課題が存在していた。

第9回全国路面電車サミット2008
福井大会について

全国路面電車サミット2008 福井大会実行委員会事務局
NPO法人ふくい路面電車とまちづくりの会（ROBA）

○鉄道から LRTへ

福井県は世帯あたりマイカー普及率が 1.751 台
で全国 1位、郊外型大型店の販売額の割合も全国
1位という典型的なクルマ社会である。
また、2000 年、2001 年の京福電鉄の二度の重
大事故によって、福井では京福電車の沿線が一夜
にして鉄道のない地域になる事態を経験し、行政、
住民を含め、地域が鉄道の存廃について徹底した

議論を行った。その結果、地域は鉄道の存続・再
生の道を選び、鉄道は住民が参加するジョイント
セクター、えちぜん鉄道に生まれ変わった。沿線
住民はえちぜん鉄道に対し、「乗って支える」活
動を実践し、行政とえちぜん鉄道は「乗るしくみ
づくり」を展開して、ともに利用者の増加に務め
た。特に、えちぜん鉄道が進めた乗客の視点に立っ
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たサービスの向上は、乗客からの、さらには全国
からの高い評価を得て、着実に乗客が増え、視察
も増えた。これらの経緯によって、ついに、福井
における鉄道の再評価がなされた。
一方、福井市はつい最近まで土地区画整理事業
による、市街地拡大・郊外化政策を推進していた。
そのまま行けば財政破綻は目に見えていた。そこ
で、坂川優前市長（故人）の市政になり、政策転
換を行った。コンパクトシティを掲げ、核となる
中心市街地の再生と、軸となる公共交通の再構築
を行う方針が打ち出された。福井では当時、北陸
新幹線の福井駅部の工事が計画されていたが、北
陸新幹線の福井到達により、えちぜん鉄道の運行
に支障が生じることが判明した。と、いうのは、
えちぜん鉄道の福井―福井口間は北陸新幹線に走
行空間を譲り、並行在来線となる北陸本線の複線
のうちの片方をえちぜん鉄道が使用する。それに
より、えちぜん鉄道は現行の勝山永平寺線 1時間
に 2往復、三国芦原線 1時間に 2往復から、両線
合わせて1時間に3往復に減便を余儀なくされる。
切替工事期間には 3年～ 4年間の運休も余儀なく
される。これでは、順調に乗客を増やしているえ
ちぜん鉄道の経営に決定的な打撃を与えるのは明
白である。また、同時に、これによって北陸新幹
線のルートも、想定されていたものから大きく逸
れ、住宅街を分断することが判明した。福井市は、
これらの問題の解決を迫られることになった。検
討の結果、既存のストックである鉄軌道の施設を

活かし、三国芦原線を田原町から福井鉄道福武線
の路面軌道を経由して福井駅に至る LRTとして
再構築することで、解決を図る方向性が確認され
た。えちぜん鉄道も状況を理解し、自ら三国芦原
線の LRT化を選択した。
ちょうどそこへ、全国路面電車サミット長崎大
会の実行委員会から、NPO法人ふくい路面電車
とまちづくりの会（ROBA）に対して、次回サミッ
トの福井開催の打診がなされた。検討するための
時間がほとんどない。急遽、福井鉄道と福井市に
打診し、それぞれの了解を得て、福井で受け入れ
ることを決めた。そしてその後、LRTの整備推
進の目的で 2008 年に開催する方針が固まった。
当時の坂川市長は、実は、県議会議員時代に、
ROBAの会（当時、法人認証前）のメンバーと
して、2001 年の全国路面電車サミット熊本大会
に参加している。そして、そこで「今、京福電鉄
が廃止の危機にさらされている。私たちはこれを
次の世代のためにどうしても残したい。皆さん
の協力をお願いしたい。」という演説している。
ROBAの会では、坂川氏も含め、その時すでに
京福電鉄と福井鉄道という既存のストックを活か
した LRTの構築を視野に、京福電鉄存続のため
の活動を行っていた。坂川氏は、ROBAの会と
連携し、情報提供や枠組みの提案に取り組むなか
で京福電鉄の存続の立役者の一人となった。（写
真 1）

写真1　福井鉄道福武線の路面軌道とえちぜん鉄道三国芦原線が接続する田原町駅。福井のLRT計画では、この田原町駅で両方の線路をつなぐ。
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○全国路面電車サミット 2008 福井大会について

福井で開催する全国路面電車サミットは、坂川
市長にとって、今度は開催市の市長として、かつ
て存廃問題に揺れていた京福電鉄のLRT化を報
告する場となるはずの、思い入れのある大会であっ
た。ところが、坂川市長は就任直後に健康を害し、
入退院を繰り返した後、在任期間 1期の半ばで退
任し、その後死去された。政策の基本的な方向性
は現在の東村新一市長に引き継がれ、三国芦原線
と福武線の直通運転によるLRT化も検討が進め
られている。東村市長は県職員時代、えちぜん鉄
道の制度設計に携わった経緯があり、さらに、現
在、市内全体の公共交通の再評価・再構築の政策
を進めている。減損会計の導入に端を発した福井
鉄道福武線の存廃問題も、紆余曲折はあったもの
の、沿線自治体と住民が合意形成に取り組み、存続・
再生という結論が出された。その過程で、福井鉄
道を、2007 年につくられた「地域公共交通の活性
化及び再生に関する法律」に沿い、2008 年にでき
たばかりの「鉄道事業再構築事業」を適用して再
生させることが決められた。これも、全国路面電
車サミットの福井での開催がタイムリーな取り組
みであるとして関係者から受け入れられる要因と
なった。これらの背景と経緯があり、福井で全国
路面電車サミットが開催されることとなった。
さて、福井での開催が決まった路面電車サミッ
トであるが、福井の路面電車はこれまで路面電車
サミットが開催されてきた 8都市のものと比べて
明らかに異質である。福井の路面電車は他の都市
とは違い、市街地内に限って輸送を担う路面電車
ではない。つまり、郊外鉄道の福井鉄道福武線が
都心部に路面軌道で乗り入れる形態を採り、全長
21.4 キロメートルのうち、路面軌道区間は 3.3 キ
ロメートルに過ぎない。そして、さらに現在計画
している三国芦原線との直通 LRT化によって鉄
道線 20 キロメートル余りの運行が加わる。全体
のなかの路面軌道の割合はますます小さくなる。
そのことから、ROBAのメンバーの間に、福井
大会においては、路面電車だけでなく地域鉄道を

LRTの素材としてとらえることで、路面電車サ
ミットで堂々と取り上げたい、そして、はっきり
と「LRT」をテーマにしたい、との思いがあった。
実施体制づくりでは、2007 年 10 月に第 9回全
国路面電車サミット福井大会準備委員会をまず立
ち上げた。ここでは、福井県と福井市に参加して
頂き、今後、どのような実行委員会を組織してい
くのか、どのような団体に実行委員会への参加を
求めるのか、行政の関与のあり方、助成申請の方
向性、実行委員会の性格を“代表者委員会”とす
るのか“作業委員会”とするのか、などが話し合
われた。その過程で、実行委員会に、福井鉄道に
加え、えちぜん鉄道にも参加を求めることを確認
した。準備委員会は 11 月にも開催され、12 月か
らは実行委員会に移行した。実行委員会は、最終
的に福井鉄道、えちぜん鉄道、全国路面軌道連絡
協議会、環境NPO、学識経験者、ROBAからメ
ンバーが集まった。福井県と福井市はオブザー
バーとなった。実行委員長は ROBAの内田桂嗣
会長が就き、故坂川優前福井市長を名誉委員長
に頂いた。主催は全国路面電車サミット 2008 福
井大会実行委員会。共催は全国路面電車愛好支
援団体協議会、全国路面軌道連絡協議会、福井
鉄道、えちぜん鉄道、NPO法人エコプランふく
い、NPO法人ふくい路面電車とまちづくりの会
（ROBA）。後援は国土交通省、福井県、福井鉄道
とえちぜん鉄道の沿線 7市町、福井経済同友会、
福井商工会議所、地元の新聞社、テレビ局、ラジ
オ局、大学系研究所、福井鉄道沿線 3市それぞれ
で住民がつくる福武線サポート団体協議会、まち
づくり福井、福井観光コンベンション協会、福井
市環境パートナーシップ会議などから頂いた。特
徴的なのは、福井鉄道とえちぜん鉄道の沿線 7市
町、福井鉄道のサポート団体の後援だろう。他の
都市で路面電車サミットを行う場合、沿線自治体
の後援は一つの市になることが多い、福井の例は、
対象となっている路線が市内軌道だけではなく多
くの割合の郊外鉄道を含んでいることの表れであ
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る。また、サポート団体が名前を連ねているのは、
福井鉄道の存続運動のさなか、乗って支える取り
組みが関っていることの表れでもある。そして、
これらを巻き込んでいるのは実行委員会の明確な
意思である。
実行委員会の会合はサミット開催までに14回開

かれ、さらに週 1回の割合で、事務局会議を、実
行委員会事務局を置いたメンバーの事務所で実施
した。この事務局会議はROBAのコアメンバーで
構成され、実行委員会のワーキング部会の役割を
担ったが、毎回、19時から始め、日付が変わって
も続くことも多かった。そして、事務局会議の構
成メンバーはさまざまな仕事を分担し、仕事を持
ち帰って日々作業を進めた。福井大会は、他の都
市におけるいくつかの路面電車サミットのような、
行政の開催する大きなイベントとの併催はなく、予
算規模が小さかったので、外部の力を借りず、何
事も自分の手による作業でまかなう、手作りサミッ
トとなった。また、小さな予算ながらも充実した路
面電車サミットを実現するために、さまざまな工
夫を行った。その筆頭が報告書の作成を止め、講
演の様子と資料のデータをDVDに記録して発行
する方法を選択したことであろう。報告書の作成
は通常、額が大きく、経費全体のなかでも大きな
割合を占める。そのためDVD記録方式にしたの
である。これで予算を大幅に切り詰めることがで
きたと同時に、テープ起こしのような作業も不要に
なったことから、路面電車サミット終了からあまり
日を置かずに発行できることにもつながった。
路面電車サミットの企画は、実行委員会に参加
した各団体が持ち寄り、それぞれの部分をその企
画を持ち寄った団体が主催する形も採りいれた
が、それによって、それぞれの団体の渾身の企画
が揃い、そのことによって、結果として、複数の
目玉企画を持つ路面電車サミットを実現すること
ができた。
福井大会のテーマとして、実行委員会では「ひ

と・まち・環境をつなぐLRT」を選んだ。企画内
容としては、「路面電車と郊外鉄道を取り込み、両
者を融合したLRT整備の推進」ということを軸に、

「地域が一体となって支えるえちぜん鉄道の躍進」
「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の
施行」「福井鉄道の再生」「LRTに関する新技術の
福井からの発信」などの小テーマを念頭に置いて
企画した。そして何より、「福井県内住民への公
共交通に関する啓発」に主眼を置いた。その結果、
福井大会の企画は表 1の通りとなった。（表 1）
講演を依頼した段階で、実は国土交通省の 2つ
の局にそれぞれ 1題ずつの講演をお願いしたが、
「この演題も必要だろう」との申し出を頂き、一
時は 4題になった。その後の調整で 3題にまとめ
られたが、国土交通省には非常に力を入れて頂
き、福井大会の企画が充実する要因の一つになっ
た。厚く感謝申し上げる次第である。福井では、
当時は福井鉄道の総合連携計画が議論されている
段階で、鉄道局財務課長の瓦林康人氏の講演のな
かで説明された「地域における公共交通の活性化
及び再生に関する法律」は、たいへん重要な局面
での講演となった。この講演を目指して参加され
る方も多かった。また、えちぜん鉄道三国芦原線
と福井鉄道福武線の直通 LRT化が福井市都市交
通戦略協議会で議論されており、都市・地域整備
局都市計画課都市計画調査室長の阪井清志氏に講
演して頂いた内容は、福井からの情報発信という
意味をも多分に含んでいて重要な位置づけを持っ
ていた。鉄道局技術企画課技術開発室長の潮崎俊
也氏の講演の内容も、福井から情報発信するバッ
テリートラムの取り組みとリンクしており、やは
り重要な位置づけを持っていた。（写真 2）

写真 2
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表 1　第 9回全国路面電車サミット 2008 福井大会プログラム

 

 

開会の挨拶 福井大会実行委員長 内田桂嗣  

公共交通と まちづくりセミナー 

『地方の鉄道・軌道が直面する課題と国の活性化支援策について ・ 

鉄軌道に関する技術開発について（ＬＲＴ関係）』 

国土交通省鉄道局 財務課長 瓦林康人氏 

技術企画課技術開発室長   潮崎俊也氏 

『都市におけるＬＲＴの整備推進及びトラムトレインの導入について』 

国土交通省 都市･地域整備局 都市計画課都市計画調査室長 

阪井清志氏 

財団法人地域環境研究所  主催 

『福井のまちづくりと交通』 

名古屋産業大学教授･（財）地域環境研究所理事 加藤哲男氏 

 

福井大学バッテリートラム実験の公開 

パネル展示・バッテリー説明・走行実験の公開 

福鉄西武生駅構内において、国内３例の内のひとつである福井大学 

荻原研究室によるバッテリートラムの実験を公開します 

 

講演会 路面電車・ＬＲＴの最新事情 

『福武線存続までの道のり』 福井鉄道常務取締役鉄道部長 今枝孝司氏 

『福武線についての意識調査アンケート報告』 社団法人武生青年会議

所 次代につなぐまち協創委員会委員長 坪谷 崇氏 

『地域共生型サービス企業をめざして』 

えちぜん鉄道取締役計画部長   島 洋 氏 

『世界のＬＲＴ』－映像による紹介－ 都市交通研究家 服部重敬氏 

『日本の路面電車の最新事情』  

全国路面軌道連絡協議会 常務理事  藤元秀樹氏 

『ＬＲＶの導入に向けて』 豊橋鉄道 取締役鉄道部長 田中敏和氏  

『ＬＲＴ整備推進都市からの報告』 堺市建築都市局 鉄軌道推進室 

室次長兼鉄軌道企画担当課長 田村啓一郎氏 

路面電車ミニツアー 

福鉄電車乗車（市役所前→田原町→市役所前→福井新→木田四ツ辻）  

歓迎レセプション（会場：商工会議所 8 階レストラン ブローニュ） 

 

 

 

公共交通を考えるシンポジウム 

地域公共政策学会 主催  

基調講演『えちぜん鉄道の 5 年間を振り返って（地域共生と経営改革

による地方鉄道の再生の道）』    えちぜん鉄道代表取締役社長 

見奈美 徹 氏 

パネルディスカッション 『地域公共交通とガバナンス』 

（パネリスト） 

名古屋大学大学院環境学研究科准教授 加藤博和 氏 

福井市都市戦略部理事 脇本幹雄 氏 

まちづくり福井㈱代表取締役社長 宮川雅敏 氏 

（コーディネーター） 

福井県立大学経済学部准教授 淺沼美忠 氏 

 

全国路面電車愛好支援団体協議会代表者会議 

「サミット宣言検討」／「新規会員加入・脱会の件」／ 

「規約改正、次回開催の件」 

全国路面電車サミット会議 

「全国路面電車愛好支援団体協議会の意見交換会」 

 

世界に響け！福井産楽器の共演 

ハープとマリンバのミニライブ／「ふるさと電車に乗って」合唱ほか 

ＬＲＴフォーラム 

福井市の交通政策 福井市都市戦略部副理事 脇本幹雄氏  

富山市の交通政策 富山市都市整備部交通政策課長 高森長仁氏  

市長会談  『まちづくりにおける都市交通政策を考える』 

福井市長 東村新一氏 ・ 富山市長 森 雅志氏 

聞き手  福井大学大学院教授         川上洋司氏 

サミット宣言  ふくい路面電車とまちづくりの会理事 岸本雅行  

閉会の挨拶 福井大会実行委員（ＲＯＢＡ副会長）    畑 みゆき 

 
全国の愛好支援団体のブース 

パネル展・写真展 

日本各地の事例・世界各国のＬＲＴ それぞれの魅力を画像で紹介。 

記念フリー切符発売 

福井鉄道 サミット記念/えちぜん鉄道 開業 5 周年記念 

カーフリーデー・ハチドリ計画２００８（抽選会） 

カーフリーデー（パネル展示） 

カーフリーデー環境ツアー（えちぜん鉄道のサイクルトレインで三国へ） 
 

1 日目 １０月１７日（金） 会場：ＡＯＳＳＡ 県民ホール 

２日目 １０月１８日（土） 午前 会場：福井鉄道西武生駅構内 

午後  会場：繊協ビル 8 階ホール 

３日目 １０月１９日（日） 午前 会場：ＡＯＳＳＡ 

午後 会場：ＡＯＳＳＡ県民ホール 

第一会場 ＡＯＳＳＡ 県民ホール 

第二会場 ＡＯＳＳＡ ７０６･７０７号室 

３日間の関連イベント・乗車イベント 



6　　道路行政セミナー　2009.1

福井大学工学部の荻原隆教授は、路面電車サ
ミットの趣旨に賛同くださり、実験の日程を福井
大会に合わせて頂くことができた。これも今大会
に大きなインパクトを添えた。
服部重敬氏の映像による講演と、同時開催のお
仲間との写真展は、視覚に訴えたことで、LRT
に対する、住民の大きな関心を集めた。（写真 3）

写真 3

新規に LRTによる東西軌道を整備し、既存の
路面電車も取り込んで都市の活性化を図ることを
決定した堺市の、鉄軌道推進室の室次長、田村啓
一郎氏の講演は、全国において LRT整備を検討
している自治体や関係者にとって、大きな刺激に
なったはずである。
えちぜん鉄道の見奈美徹社長は、開業 5周年記
念のイベントの合間をぬって時間調整をして講演
して頂けた。これによって地方における鉄道経営
モデルの変革を強烈に印象付けたのではないだろ
うか。
富山市の森雅志市長と福井市の東村新一市長
の会談はいろいろな方々とのつながりによって
実現できた。特に森市長は、多忙なスケジュー
ルのなか、「これは出演するべき催しである」と
判断して頂き、かなり無理な調整をして出演して
くださったことに感謝申し上げたい。日本で最初
の LRTを誕生させた画期的な取り組みにかかわ
る生々しい話は、参加者を惹きつけた。各地での
取り組みにとって参考になる話が多かったのでは
ないだろうか。東村市長からも、えちぜん鉄道が
どのようなことが要因となって発足できたのか、

及び、そこから福井市が LRT整備に取り組むこ
とになるまでの経緯をお話し頂いたことは、福井
大会においてきわめて重要だった。特に、都市政
策において同じ方向性を持ち、ともに LRT整備
を推進する北陸の 2つの都市の市長が、富山ライ
トレールとえちぜん鉄道という日本におけるリー
ディングプロジェクトを生み出し、さらに次の施
策を推進していく過程での会談はたいへん貴重な
ものであった。そして企画段階からさまざまな助
言を頂き、会談で重厚なコーディネートをしてく
ださった福井大学の川上洋司教授もまた、このサ
ミットにとって大きな存在だった。何より、すべ
ての講演が体系的に配置され、福井大会としての
「一体の情報」を構成し、発信されたことは重要
であった。あらためてご講演頂いた講師の方々に
感謝申し上げる次第である。
準備段階で壁にも突き当たった。これまで何度
もシンポジウムなどのイベントを開催した経験か
ら、大会当日の宿泊の心配はしていなかった。と
ころが県外の方から「ホテルの予約が取れない」
という連絡が早い段階であった。調べてみると、
大会の日程と重なるように、県内で人気歌手のコ
ンサートが 2日連続してあり、県内の宿泊施設が
大方予約済みとなっていた。そのため、片っ端か
らホテルに問い合わせの連絡を入れ、いくつもの
旅行会社と交渉し、観光コンベンション協会にも
協力を依頼した。その結果、いくつかのホテルが
部屋を確保してくれたと同時に、一つの旅行会社
が他のイベントで押さえていた部屋を路面電車サ
ミット用に切り替えてくれた。これらの状況が整
うまで 1ヶ月以上を要した。
また、次回開催地がなかなか決まらなかった。

自ら手を挙げる都市はすでにない。あそこなら、と
打診してもタイミングが合わない。一時は「次期
開催地を決めずに大会に臨むしかない」との話が
出ていた。しかし、いろいろな人とのつながりで話
をしていくうち、日頃から共同研究をしている富山
の複数の団体の仲間が動いてくれ、富山開催を阻
んでいた障害を取り除き、富山市で次回の路面電
車サミットを開催する合意を取り付けてくれた。
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さらに、会場設営や当日の会場運営に人手が足
りない。そこを、福井大学の川上教授と川本義海
准教授がそれぞれの研究室に所属する学生をス
タッフとして派遣してくださった。会場設営も会
場運営も、これで問題を解決できた。
そのほかにも、多くの方の協力を頂いた。ハー
プ演奏、マリンバ演奏、合唱についても、出演者
の方々にいろいろな形で協力を頂いた。とにかく、
何から何まで、いろいろな人とのつながりに助け
られ、いろいろな人の力を借りることによって、
福井大会を開催することができた。これには心か
ら感謝するばかりである。
福井大会では、2つの環境NPOと協力し、カー
フリーデーの取り組みの一環として全国路面電車
サミットを位置づけた。そして環境への取り組み
における LRT の位置づけやクルマの利用抑制、
持続可能なまちづくりについての情報発信を多く

の人たちに対して行うこととなった。これは、こ
の路面電車サミットが次の展開につながる要素で
ある。
福井大会の直前は時間の流れが速い。みな、睡
眠不足の状態で当日を迎えた。多くの方々が来場
してくれた。行政の方、福井鉄道のサポート団体
協議会の方々、住民の皆さん、商店街の方。そし
て高校生も、車内吊り広告を見て参加してくれた。
それぞれの講演を多くの参加者が熱心に聞いてい
た。実行委員会が参加者に届けたいと思ったメッ
セージは十分に伝わったのではないだろうか。そ
して全国にアピールできたのではないだろうか。
懇親会も狭い会場に定員一杯の参加者があり、大
いに盛り上がった。
全国路面電車サミット 2008 福井大会は最後に
サミット宣言を採択して幕を下ろした。以下はそ
の宣言の内容である。（写真 4、5）

○サミット宣言

サミット宣言：私たち全国の路面電車愛好支援
団体と軌道事業者ならびに人と環境にやさしいま
ちづくりについて深い関心を持つ市民は、全国
トップクラスの自家用車保有率でありながら、地
域一体となって地方鉄道を再生させた福井市につ
どい、路面電車を活用したまちづくりの新しい制

度や手法、それぞれの地域における取組みについ
ての情報交換をとおして、それぞれの地域におい
て路面電車が担う新たな役割を明確にし、LRT
（ライトレールトランジット）へ進化させること
が重要であるとの認識を深めた。私たちは、LRT
への進化によってまちづくりと連携した機能性の

写真 5

写真 4
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向上、および路面電車と鉄道・バス・自転車との
連携強化による利便性の向上をはかることによ
り、自動車に頼らなくても暮らしやすいまちの実
現を目指し、ここに次のことを宣言する。
一、路面電車が地域公共交通ネットワークの基幹
としての役割をはたせるよう、事業者は路面電
車の機能と利便性の向上になお一層の自助努力
をおこない、愛好支援団体は事業者や地域と連
携してこの取組みを支援します。
一、路面電車が持つ良質な都市の社会基盤として
の資質が活用されるよう、それぞれの地域にお

いてまちづくりと一体となった交通体系づくり
を自治体に働きかけ、市民にもアピールをおこ
ない、計画づくりに積極的に参画します。
一、路面電車が人にも環境にもやさしい地域のシ
ンボルとして認知されるよう、路面電車により
親しんでもらえるさまざまな取組みを行いま
す。
一、路面電車を活用したまちづくりの取組み成果
が全国各地で共有されるよう、活発な地域間交
流をおこなうとともに、次の第 10 回全国路面
電車サミットを富山市で開催します。

○おわりに

全国路面電車サミット 2008 福井大会の入場者
数は、17 日の入場者数が約 200 人、18 日午前中
のバッテリートラム実験公開が約 120 人、午後の
会場の入場者数が約 280 人、19 日のサミット会
議の参加者が約 50 人、県民ホールの入場者数が
約 200 人、延入場者数約 850 人であった。
サミット終了後、参加された方々から福井大会
を評価する言葉を頂いた。例えば、「中味の濃い
すばらしいサミットでした。えち鉄復活、堺市の
LRT計画、富山森市長と福井東村市長の会談で
の『〆』は川上先生のすばらしいコーディネート
ぶりとともに、今までのサミットにない感動のプ
ログラムでした。」「よくここまで意欲的なお話を
取り揃え皆さんを刺激したのは一大成果だと思い
ます。」など、他にもいろいろな言葉を頂いた。“中
味の濃い”“意欲的なお話を取り揃え”というのは、
実は時代を映した言葉であり、国や各地域が真剣
に取り組んできたことがここへきて花開こうとし
ているからに他ならない。
それから、驚いたことに路面電車サミットは予
想以上にマスコミの報道で大きく取り上げられ
た。路面電車サミットの様子は連日報道され、詳
細な情報が紙面を賑わわせた。最終日がえちぜん
鉄道の開業 5周年と重なったという点もあるが、
それでも、マスコミを含め、地域全体が着実に公

共交通に対する意識を高めてきていることを実感
した。この地は不幸にも京福電鉄の二度の重大事
故により、一度電車が止まり、2年以上にわたり
電車のない状態を経験した。そのときから、自治
体と住民が協働し、さまざまな取り組みを通して
勉強し、議論し、鉄道の再評価をしてきた。その
ことから、福井鉄道の存廃問題でも住民が自ら積
極的に合意形成に参加し、自治体と協働し、鉄道
を再生し、地域社会をよりよいものとするための
議論を行った。福井には鉄道を含め、公共交通に
関心を持つ人が着実に増えている。富山市で取り
組まれているLRTによるまちづくりについても、
関心を持って見ている人が予想外に多い。この状
況を見ると、この地域に公共交通の「しくみ」を
作り、「きっかけ」を提供することで、公共交通
が活性化、再生することを予感することができる。
第 9回全国路面電車サミット福井大会は、まさに
そのような局面で開催され、地域の LRT議論の
集大成として機能できたのかもしれない。また、
そうであることを願わずにはおれない。私たちは、
機を逃すことなく、さらなる啓発活動や、地域が
公共交通を活かしてまちづくりを行うための“空
気づくり”を今また、行っていきたいと考えてい
る。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


